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3 名; 平均年齢 19.44 ± 1.33 歳)を対象とした。その内訳







目(5 件法； 菊池, 1988)、③非言語的な感情の表出性を
測定する感情的コミュニケーション尺度 (Affective 
Communication Test: ACT) の 13 項目 (9 件法 , 
Friedman, Prince, Riggio, & DiMatteo, 1980; 大坊, 
1991)、そして④日本人の対人的コンピテンスを測定する
日本的対人コンピテンス尺度(Japanese Interpersonal 
Competence Scale: JICS)の 22 項目(5 件法, Takai & 
Ota, 1994; 下位因子として、察知能力(Perceptive 
Ability: PA)、自己抑制(Self-Restraint: SR)、上下関係
の 調 整 (Hierarchial Relationship Management: 
HRM)、対人感受性(Interpersonal Sensitivity: IS)、曖







































対人社会心理学研究, 8, 2008 
Table 1 中国人大学生社会的スキル尺度と日本人大学生の社会的スキルの因子 
F1 F2 F3 F4
q85 相手のことを尊重するように気をつけている。 q85 相手のことを尊重するように気をつけている。 .771 -.130 -.117 -.034 .500
q72 私はいつもへりくだった態度でいるように心がけている。 q75 相手の面子を潰さない。 .697 -.064 -.007 -.016 .451
q75 相手の面子を潰さない。 q61 私は細かいところまで人を思いやる。 .652 .030 .016 .027 .451
q25 私は相手の意見を尊重する方である。 q10 人に暖かく接する。 .597 .045 .231 -.069 .539
q63 つき合う相手の短所に触れることを極力避ける。 q13 私はいつも相手の立場に立って物事を考える。 .585 -.076 -.047 .135 .299
q28 q93 友達をとても暖かくもてなす。 .567 .274 -.064 .044 .494
q65 いつも相手の面子を立てるよう心がけている。 q55 .556 .040 .043 .049 .354
q38 いつも笑顔で人とつき合う。 q53 話をしている相手の長所によく触れる。 .544 .033 .026 .051 .327
q50 物腰が柔らかいとよく言われる。 q86 いつも人と協調するように心がけている。 .538 .066 .054 -.211 .387
q83 目上の人に常に敬意を表す言葉遣いをする。 q25 私は相手の意見を尊重する方である。 .509 -.053 -.098 -.145 .258
q36 相手に遠慮する。 q76 相手を喜ばすためにいろいろな方法を考える。 .473 .094 .144 .136 .391









q34 友達と一体感をもってつき合う。                                               q08 よく友人と食事に出かけたり、飲みに行ったりする。 -.185 .784 -.001 .064 .558
q66 友達との間で損得の衝突が生じた時には、相手に譲る。 q20 一緒に食事やお酒の席を共にすることを大事にする。 .048 .755 -.081 -.010 .534
q42 q15 -.077 .608 .166 .031 .482
q54 友達とのつき合いでは、自分がちょっと損しても構わないと思う。 q32 飲食のつき合いをコミュニケ-ションの手段とする。 -.026 .557 -.001 .053 .318
q14 友達が困っている時に力を貸してあげる。 q34 友達と一体感をもってつき合う。 .155 .500 .133 -.068 .426
q70 よく友達を家に招く。  q82 友達とお互い、家のことやプライベートな話をする。 .096 .480 -.008 .013 .277
q70 -.052 .469 .040 .051 .241
q59 私は、同郷などによる仲間意識がとても強い。 .109 .459 -.031 -.023 .243
q22 -.066 -.536 -.010 .104 .307
第2因子：社交性(α=.86，因子寄与=3.065) 第3因子：社交性(α=.89，因子寄与=2.16)
q41 人と一緒にいる時、共通の話題をすぐ見つけることができる。        q09 見知らぬ人とでも、すぐ仲良くなる。 -.049 -.077 .969 -.007 .829
q09 見知らぬ人とでも、すぐ仲良くなる。                                          q78 -.050 -.082 .846 .043 .646
q78 人見知りせず、どこでもとびこんでいける。                                 q90 自分から積極的に話しかける。 -.014 .018 .794 .096 .704
q06 q62 誰とでも仲良くつき合うことができる。 .104 .098 .735 -.120 .649
q10 人に暖かく接する。 q74 いろいろな人とつながりを持っている。 .106 .253 .504 .028 .548








q47 自分に役に立つ者と積極的につき合う。 q19 いつも自分の意見や考えを表明する方である。 .054 .015 .109 .762 .665
q92 普段、私はできるだけたくさんのコネを作るように心がけている。    q07 -.071 -.058 -.084 .694 .450
q80 私は人脈を重視する方である。 q40 私は何でもストレートに言う。 -.022 .003 .045 .665 .467
q32 飲食のつき合いをコミュニケ-ションの手段とする。                       q67 自分の意見を相手に納得させようと努力する。 .148 .156 -.038 .440 .273
※　は反転項目


































































































Table 2 日本人大学生の社会的 
スキルの因子と既存尺度との相関関係 
ＡＣＴ .27 *** .49 *** .63 *** .40 ***
ＫｉＳＳ18 .41 *** .38 *** .65 *** .41 ***
察知能力  .29 *** .09 * .25 *** .20 ***
自己抑制 .43 *** .11 *  .19 *** -.12 **
階層関係調整  .32 *** .13 ** .16 *** .10 *
対人感受性  .20 *** .27 *** .40 *** .30 ***
曖昧さへの耐性 .06       -.23 *** .17 ***    .44 ***
*p <.05,**p <.01,***p <.001,

























人大学生(36.26 ± 6.89)より高くなっている( t (929) = 




















点(10.67 ± 3.00)は日本人大学生(9.56 ± 3.62)より高くな
っている( t (944) = 5.39, p < .001)。また、日本人大学生
の「つきあい」因子は、さらに「8.よく友人と食事に出かけ
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研究は、主に事例研究や行動観察(天児, 2003; 村山, 
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Comparison of Chinese and Japanese University Students 
in the Contents of Social Skills 
 
Xinhua MAO (Graduate School of Human Sciences, Osaka University) 
Ikuo DAIBO (Graduate School of Human Sciences, Osaka University) 
 
With expansion of human exchange between China and Japan, the troubles in cross-cultural communication 
increased in the two countries. Before resolve these problems, it is necessary to clarify the differences of characteristics 
in interpersonal relationship between Chinese and Japanese university-students by using the clues of social skills. In 
order to practice the comparison, a questionnaire survey with items list that reflect Chinese social skills was filled out 
by 490 Japanese university-students. Base on the items list, 4 factors were extracted from Japanese 
university-students. The 4 factors were compared with Chinese students that were extracted in previous study to 
each other. There was not a significant difference in “Sociability” that is present in both the Chinese and Japanese 
university-students. Although the items in other factors between Chinese and Japanese are crossover partially, the 
other items in the factor define the meaning of factors in each culture context. Comparing between the score of 
crossover items showed that Chinese university-students were high than Japanese. But, with consideration to the 
trend of Japanese abasement in questionnaire survey, the result of score comparison should be considered carefully. 
 
Keywords: contents of social skill, Chinese university-students, Japanese university-students, comparison study. 
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